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地域医療教育におけるア
クティブラーニングの検討
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【目的】日本全国の医学部は，2008 年の「緊急医師
確保対策」により，医学部の定員が増加された．獨
協医科大学でも，2010 年から地域枠入学制度の導入
し，現在，地域枠入学者は 20 名の定員となっている．
この地域枠入学者は， 1 年から 4 年までの地域包括医
療実習が必須科目となっている．しかし，現行の地
域枠入学制度で地域医療を担う人材を教育すること
ができたか入試制度の見直しが迫られている．

そこで，本研究は，地域医療教育におけるアクテ
ィブラーニングの支援について検討することを目的
とした．
【方法】提出された平成 30 年度の地域包括医療実

習レポートを検討し，1 年から 4 年の各学年 1 部抜粋
し，どのような学びを得たのか調べた．また，地域
包括医療実習Ⅰ〜Ⅳを履修している学生 86 名に
LMS の匿名アンケートを行い，「将来地域医療に従
事したいか」「地域医療教育は医学生にとって大切
か」「自由選択プログラムについて」結果をまとめ，
自由選択プログラム利用者の意見を聴取した．
【結果】実習レポートやアンケート結果から，多く

の学生が地域医療の重要性を認識しており，将来地
域医療に従事したいと考えていた．しかし，アクテ
ィブラーニングを支援する自由選択プログラムへの
関心はあっても，実際には行っていない人が大多数
であった．しかも，その存在を知らない人もいるこ
とが明らかとなった．
【考察・結論】地域医療を担う人材育成のために

は，学生が主体的に地域医療教育に参加する必要が
ある．そのために自由選択プログラムを活用するこ
とは重要な手段である．今後は，このプログラム利
用者の経験談を聞く機会や説明会を開く必要がある
と考える．将来的に，地域医療に興味を持つすべて
の学生の主体的な学びを支援するカリキュラムが確
立されれば，地域医療に根差した人材育成がより可
能になるのではないかと考える．
【謝辞】地域における実習にご協力いただいたすべ

ての医療施設の皆様方に感謝申し上げます．

臨床指導者と教員による
協働演習がもたらす実習
指導への影響─臨床指導
者に焦点をあてて─
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【目的】臨床指導者が基礎看護技術演習に参加する
ことによる実習指導への影響を明らかにする．
【方法】2013〜2016 年度までに A 大学看護学部の

基礎看護技術演習に参加の臨床指導者 28 名（演習
群）と基礎看護技術演習に不参加の臨床指導者 32 名

（対照群）を対象に年齢，性別，看護職経験年数，最
終看護専門教育学歴，臨床実習指導者講習会修了の
有無，臨床実習指導経験年数，演習参加回数，演習
に参加して役立ったこと，実習指導の具体的な関わ
り方について「そう思う」「そう思わない」を選択，
自由記載をする質問紙調査を行った．獨協医科大学
看護研究倫理委員会の承認を得た．
【結果】回収率は 83.3％，有効回答率は 98％だっ

た．全ての質問項目において，群間で有意差は認め
られなかったが，演習群では「受け入れ学生の特性
を把握した上で実習指導にあたった」「達成した目標
と未達成の目標を学生と確認できた」「学生個々の反
応に合わせた実習指導ができた」「病棟内の看護技術
の方法を統一した」「教員との指導に一貫性を持たせ
ることができた」で「そう思う」の割合が高かった．
対照群では「学生の学習状況に合わせて計画性のあ
る実習指導ができた」「学生の自己課題を明確にする
指導ができた」「今後，実習指導を行う際に知ってお
きたい，もしくは経験しておきたいことがある」で

「そう思う」の割合が高かった．
【考察】演習参加回数や，演習参加から調査までの

期間が対象者により異なっていたため有意差が認め
られなかったと考えられる．今後は，実習病棟の指
導者が演習や実習オリエンテーションに参加できる
ような環境を整え，実習指導に活かせる機会を増や
すことが課題である．
【結論】演習参加は，学生の特性や教育方法の理解

に役立ったが，実習指導への影響を及ぼすものでは
なかった．臨床指導者は学生の特性や個々の学習目
標の到達度を確認しながら実習指導を行っているこ
とが明らかになった．
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